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背景：HLAアレルが脳と病巣容積に与える影響については、特に非コーカソイドにおいては明らかに
なっていない。HLA-DRB1*15:01 とDRB1*04:05 は日本人の多発性硬化症（MS）患者によく認める対立遺
伝子である。このHLA-DRB1対立遺伝子の脳および病巣容積に及ぼす影響を明らかにすることとした。

方法：66人のMS患者（再発寛解型50人、進行型16人）を対象とし、脳MRI容積測定（FLAIR病巣容積、
T1病巣容積、全脳容積、白質容積、灰白質容積、深部灰白質容積、皮質灰白質容積と視床容積）と
HLA-DRB1ジェノタイピングを行った。

結果：HLA-DRB1*15:01 (+)*04:05 (-)およびHLA-DRB1*15:01 (-)*04:05 (+)キャリアはそれぞれ25.8%と
31.8%を占めていた。HLA-DRB1*15:01キャリアは罹病期間と全脳容積(rs= −0.484,p= 0.036), 白質容
積(rs= −0.593,p= 0.008)と視床容積(rs= −0.572,p= 0.011)と負の相関を、FLAIR病巣容積(rs=
0.539,p= 0.017)とT1病巣容積(rs= 0.545,p= 0.016)とは正の相関関係を認めた。一方で、HLA-
DRB1*04:05 キャリアはMRIパラメータと罹病期間とに有意な相関はみられなかった。そして、HLA-
DRB*15:01保有者は非保有者と比して、罹病期間による全脳容積および白質容積の減少がより顕著
で、深部灰白質容積の減少が小さかった。一方、HLA-DRB1*04:05 保有者は非保有者と比して、FLAIR
およびT1病巣容積の増加が有意に小さかった。

結語：MSの疾患経過において、HLA-DRB1対立遺伝子は脳と病変にそれぞれ影響をあたえる可能性があ
ることが示唆された。
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